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第 1 章 序章 








笑いのオノマトペの重要性（山口 2002）、音韻・形態的特徴（田守 2002、李 2012 など）、日
本語の笑いのオノマトペの成立と中国語の接点（飯田 1999 および 2000、中里 2007 など）、日
本語の文学作品などの翻訳（Madina2003、宿利 2017 など）、音象徴性的特徴（角岡 2007、小
野 2015、川原 2017 など）、役割語（金水 2011、2014 など） についての研究がある。また、



















































だ〰〰っはっはっはっはっ変な声〰〰〰っ!!!     （『ONE PIECE』75 巻、p1084） 
噗〰〰哈哈哈哈/puhahahaha 你的声音也太奇怪了〰〰〰!!! 
（訳『ONE PIECE』75 巻、p108） 
b.老人の笑い方 
ヨホホホホ〰!!すみませんねグッドタイミングでしたよ!! 
（『ONE PIECE』61 巻、p142） 
哟嚯嚯嚯嚯/yohuohuohuohuo〰!!真是麻烦各位啦来的正是时候！！ 
（訳『ONE PIECE』61 巻、p142） 
c.下品な笑い方 
ヒヒヒ!!来たか手間取らせんなよ                  （『ONE PIECE』92 巻、p162） 
嘿嘿嘿/heiheihei!!他要是个胆小鬼可能永远都不会出来  






































迷中！这都是我的幻觉！哈哈/haha！            （『一人之下』2 話、p11） 
                                               
5
 日本語の「ホ」は[ho]という国際音声記号で表記し、中国語の「嚯」はピンイン表記「huo」となるが、国際














 :那你可要小心!   
S2: 呵呵/hehe!放心的走吧!                             （『镇魂街』56 話、p7） 
S1: 無理はすんなよ!!  








































































1.3  本研究の構成 
本稿は、序論（第 1 章～第 3 章）、本論（第 4 章～第 8 章）、結論（第 9 章）の三部から構
成される。第 1 章から第 3 章では、笑いのオノマトペに関する研究背景を説明し、本研究の位
置づけを示す。第 4 章では両言語における笑いのオノマトペを構成する母音と子音の使用状況





























































最後の第 9 章では、本研究のまとめと今後の課題を述べる。 
その全体像を以下の図 1 に示す。 
 


































表 1  笑いの分類（志水 2000:42-54 による） 
種 類  状況や場面  































































































（オノマトペ）」を日本語発音にしたものであり、両語とも「命名する（Making or creating names）」
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日本語におけるオノマトペの定義は田守（2010:3）を参照、またギリシア語の意味解釈は「ギリシア語―英語」

































a. 嘿嘿/heihei 昧昧/meimei 其光必遠。                 （『六韜文師』） 
（訳）嘿嘿昧昧たるも、その光必ず遠し。 








他嘿嘿/heihei地笑了。                              （作例） 
（訳）彼はへへと笑った。 
















「笑い」に関する表現は、中里（2007: 9）によると、以下の 6 つの種類にまとめられる。 
 
（10） 
a. 笑い声: 具体的な笑い声がイメージできる。 
b. 笑う表情: 顔全体の表情や口元、歯、目、眉に焦点を当てて描写する。 
c. 笑う姿: 実際の動作を表す。 
d. 笑いの内容: その笑いがどういう心情から発したものかを明示する。 
e. 笑いの度合い: どのような表情でどのような意味を表す笑いなのかという細かい部分
を表し分ける。 








































































XYt 型: ガリッ、ケロッ 









































形態的なオノマトペ標識                            
Q（促音）                      
N（撥音）                            
R（長音）                                 
「リ」接尾辞                        
反復 











































川（2007: 104）が挙げられる。野口（1995: ⅹ-ⅺ）は音節の種類に基づいて A、B、C、D を
用いて表示する。それは（16）のように整理できる。 
 
（16） A 型: 哈/ha、嘿/hei 
AA 型: 嘻嘻/xixi、哈哈/haha 
AB 型: 噼啪/pipa 
ABB 型: 笑呵呵/xiao4hehe 
AABB 型: 嘻嘻哈哈/xixihaha 
ABAB: 嘿呦嘿呦/heiyouheiyou 









（17） a. 一音節語基からなるもの C1V1-C1V1 
ハハ/haha-哈哈/haha、へへ/hehe-呵呵/hehe、ゲゲ/gege-格格/gege・咯咯/gege 
シシ/sisi-嘻嘻/xixi、ヒヒ/hihi-吃吃/chichi、ホホ/hoho-吼吼/houhou 
b. 二音節語基からなるもの C1V1C2V2-C1V1C2V2 
25 
 



















使われている。擬態語 ABB 型は造語法から次のように分けられる。 
 























































































































（A de・di yisheng）で AB 型が「AB 一声」（AB yisheng）なのは四音節の連語としてリズムを
安定させるためであると指摘している。 
罗（2017:29）によると、（23e）の「呵呵/hehe」は「笑/xiao4」（笑う）という動詞として




































（25）a. 音と移動 fl-: flow、flag、flake、 flutter、flicker、fling、flit など 
sl-: slide、slip、 slive など 
gl-: glide など 
b. 音と視覚 totter、dodder など 
c. 母音/i/: マジャール語 kis 
英語 wee、 tiny、 slim など 
 









































を整理すると、図 4 のようになる。 
 






















表 2-2  母音による性状表現（丹野 2005:106-107 による） 
 単独の母音 子音と共に使われる母音 
ア 広がりのある開放 開放された明るさ 
イ 緊張感のある響き 締め付けられた小ささ 
ウ 抑圧され寵る感じ 苦しさの中のもどかしさ 
エ 意外な不満性 汚くて重い感じ 















音象徴を調べた。子音・母音・促音と意味の関係は表 2-3 のように概括できる。 
 























































表 2-4 ハ行・バ行・パ行の音象徴性（丹野 2005:106-108 による） 
ハ 強く締め付けられ バ 広くて急にやってくる パ 広く軽妙な 
ヒ 恐い、つらいのような感情 ビ 騒然とした嫌なイメージ ピ かわいくて楽しさを醸し出す 
フ 軽やかな温もり ブ 醜悪な感情 プ かわいらしい滑稽さ 
ヘ 間抜けた当たり前さ べ 汚辱のしかめ面 ぺ 汚く嫌悪感 
ホ 暖かく春風の感じ ボ 重厚で熱く唐突 ポ 内から火の出るよう 
 
表 2-5 各行の音象徴性（丹野 2005:106-108 による） 
カ行 硬くて尖った感じ ガ行 煩雑な不快さ 
サ行 静寂な爽快さ ザ行 重厚で、恐怖心 




















（27）a. C1V1C1V1        ハハ、ニコニコ 音や動作の持続性、反復性など 
b. C1V1Q（C1V1Q） ハッハッ 瞬間性、すばやさ、一回性など 
c. C1V1N（C1V1N） クスンクスン 共鳴、音の響きのよさ、強さ、軽やかさ 
d. C1V1QC2V2ri      ニッコリ 柔らかさ、滑らかさ、ゆっくりした感じなど 
































































































































































第 3 章 理論と方法 
3.1 分析理論 
3.1.1 役割語の機能に関わる理論 










づかいを思い浮かべることができるとき、その言葉づかいを｢役割語｣と呼ぶ。     































めて整理すると、図 5 のようになる。 
 
 


















a. 性質: 上品｢ホホ」、下品｢へッへッへッ」、「グヒヒヒ｣など 
b. 性差: 女性｢フフ｣、男性｢カカ」、「ハ行音語基+促音の重複形｣など 






また、性差による笑いの違いについては、住田（2019: 150）、金水（2014: 171）、飯田（1999b: 
12）の研究で度々指摘されている。｢ホホ｣のような女性の笑い声として規範化された経緯につ

































は、like、well、you know、oh、now、I mean、sort of、kind of などの間投詞が談話標識の機能を
持つ（Schiffrin1987:32-34）。日本語では、「ああ」「あら」「あれ」「まあ」など、いわゆる
間投詞といわれてきた類のものや「だから」「だって」「で」「でも」「だけど」「或は」な

























































































藤子・F・不二雄/小学館『ドラえもん』1〜45 巻 （1974 年〜1996 年） 
（訳）藤子·F·不二雄/吉林美术出版社『哆啦 A 梦』珍藏版、1〜45 巻（2009 年） 
村田雄介（原作/ONE）/集英社『ワンパンマン』1〜9 巻（2012 年〜2015 年） 
（訳）村田雄介（原作/ONE）/东立出版社『一拳超人』1〜9 巻（2015 年〜2016 年） 
尾田栄一郎/集英社『ONE PIECE』（ワンピース）1〜96 巻（1997 年～2020 年） 
（訳）尾田栄一郎/东立出版社『ONE PIECE』（航海王）1〜96 巻（2003 年～2020 年） 
b. 中国語原版漫画と日本語翻訳版15 
米二/腾讯動漫『一人之下』1〜80 話（2015 年） 
（訳） 米二/少年ジャンプ＋『一人之下』1〜30 話（2017～2018 年） 
许辰/有妖気『镇魂街』1〜90 話（2010～2014 年） 
（訳） 許辰/ MAGIA『鎮魂街』初版、1～14 巻（2017～2018 年） 
孙恒/有妖気『雏蜂』1〜60 話（2010～2011 年） 
（訳） 孫恒/MAGIA『雛蜂』初版、1～10 巻（2017～2018 年） 
子诺爷/有妖気『天人统一』1〜60 話（2015～2016 年） 
（訳） 子諾爺/MAGIA『天人統一』初版、1～14 巻（2017～2018 年） 
 
                                               
14
 『ドラえもん』全 45 巻完結、小学館 e コミックストア:https://csbs.shogakukan.co.jp/ 
15
 漫画Ⅰは中国コミックサイト「腾讯动漫」で、現在は集英社の web ジャンプ+『少年ジャンプ+』で連載され、
コミックは発行されていない。漫画Ⅱ～漫画Ⅳは「有妖気オリジナル漫画夢工場（有妖气）」で連載している漫







対訳コーパス:『中日対訳コーパス（ 第一版 ）』（北京日本学研究中心） 
『青空文庫』 
b. 作品集 
泉鏡花/復興支援文庫『泉鏡花作品集:187 作品収録』（2016 年） 









































































    
図 7 「ブヒャハハハ」と「呜嘻嘻、哈哈哈」16 
 
一方、中国語版のセリフ｢呜嘻嘻、哈哈哈!｣の｢呜嘻嘻/wuxixi｣は接頭辞｢呜/wu｣と笑いのオ








1993:1-8）。本研究の表記では子音: C、母音: V、促音（ッ）: Q、撥音（ン）: N、長音: R、接
辞（リ）: ri と略記している、以下同様である。 
                                               





ペ（707 例）を一音節語基 C1V1を含むものと、二音節語基 C1V1C2V2を含むものという二種類




図 8 「笑い」に関するオノマトペパターンの使用頻度 
 
図 8 から、使用頻度が最も高いのは「接頭辞＋反復」（330 例）で、その後に語基の「反復
形」（152 例）、「接頭辞＋反復＋Q」（66 例）、「反復＋Q」（63 例）の順となる。収集し
たオノマトペの形式を分析すると、基本語形として、以下の 3 種類に整理することができる。 
 
（37）a. 一音節語基から派生する C1V1タイプ 
一音節の反復形（ハハ）、接頭辞を含む反復形（アハハ） 



























日本語では様々な音を含む笑いのオノマトペが多用されるが（長島 2006:4-6；中里 2007: 5-8
など）17、中国語では、そのような多様な音を含む笑いのオノマトペはそれほど多くないこと



































する（詳しくは 3.2 節を参照）。 
 
（39）a. 日本語原版漫画と中国語翻訳版 
藤子・F・不二雄/小学館『ドラえもん』1〜45 巻 （1974 年〜1996 年） 
（訳）藤子·F·不二雄/吉林美术出版社『哆啦 A 梦』珍藏版、1〜45 巻（2009 年） 
村田雄介（原作/ONE）/集英社『ワンパンマン』1〜9 巻（2012 年〜2015 年） 
（訳）村田雄介（原作/ONE）/东立出版社『一拳超人』1〜9 巻（2015 年〜2016 年） 
尾田栄一郎/集英社『ONE PIECE』（ワンピース）1〜96 巻（1997 年～2020 年） 








などが挙げたオノマトペの分類と派生規則に基づいて、C1V1 タイプと C1V1C2V2 タイプに分け
て、①C1V1語基の反復形と、②接頭辞を持つ C1V1反復形、③C1V1C2V2語基の反復形を基本語
形として扱う。 






表 3-1 と表 3-2 からみると、両国語版における笑いのオノマトペの数は一致しないことがわ
かる。これの不一致の原因は、日本語版に現れた感嘆詞、文末詞などは中国語に訳される際に、
「哈哈/haha」など笑いのオノマトペに訳されることがあり、また日本語のオノマトペを翻訳せ
ず、省略する場合もあるからである。日本語版でも中国語版でも C1V1タイプ（日: 93 語、639
例；中:44 語、673 例）は C1V1C2V2タイプ（日:18 語、86 例；中:8 語 15 例）より種類と用例数
が多い。その中で、両言語とも母音/a/を持つ C1V1タイプが一番多い。日本語版では「ハハ」、
「アハハ」、「ガガ」などのように 47 語（397 例）がある。一方、中国語版では「哈哈/haha」、
「嘎嘎/gaga」などのように 24 語（431 例）がある。 
 
 






三声「3」、第四声「4」という 4 種類の声調を付ける。 
62 
 
表 3-1 「笑い」に関する C1V1タイプの類型語表 























































































表 3-2 「笑い」に関する C1V1 C2V2タイプの類型語表 

















呜嘻呜嘻/wuxiwuxi （1） 1[1] 
/e/ ゲラゲラ（19）、エヘエヘ（2）、ゲブゲブ（2） 3 
[24] 
嗯哼嗯哼/enghengengheng（1） 1[1] 
/o/ ホウホウ（1） 1[1]  0 
計 18[85] 8[15] 
 
4.3 母音の比較 
 日本語と中国語における笑いのオノマトペの音韻的な特徴を明らかにするために、表 3-1 か
ら収集した C1V1タイプ語基を構成している母音 V1の頻度をとる。具体的には、「各母音の用
例数/総用例数」のように各母音の割合（%）を示している。日本語と中国語における C1V1 タ
イプの使用頻度は表 4-1、表 4-2 のようになる22。 




                                               




 表 3-1 では、中国語は便宜上で/a/（/a/、/ai/）、/i/（/i/、/ie/）、/u/、/e/（/e/、/ei/）、/o/（/ou/）という五つの
ピンイン表記に分類したが、/ei/と/ou/のように二重母音を含む笑いのオノマトペの使用頻度を考察するために、
表 4-1 のように分類した。 
64 
 
表 4-1 日本語における C1V1タイプの母音の使用頻度（%） 
/a/ /i/ /u/ /e/ /o/ 
62.18 11.71 8.75 9.54 7.82 
 
表 4-2 中国語における C1V1タイプの母音の使用頻度（%） 
/a/ /i/ /u/ /e/ /ai/ /ie/ /ei/ /ou/ 


























表 4-3 日本語における C1V1C2V2タイプの母音の使用状況 
日本語 /a/ /i/ /u/ /e/ /o/ 
V1 3（9） 2（33） 4（19） 2（24） 1（1） 
V2 6（45） 3（8） 4（17） 2（6） 1（10） 
 
表 4-4 中国語における C1V1C2V2タイプの母音の使用状況 
中国語 /a/ /i/ /u/ /e/ /o/ 
V1 4（13） 0 1（1） 1（1） 0 




（6 例）を含むものが多用される。V2 について、母音/a/を持つ「ラ｣（20 例）は｢カラ｣、「ゲ
ラ｣などが多い。また、「ニヤ」のような「ヤ」（16 例） を含むものが多用される。 
 表 4-4 によれば、中国語では、V1も V2も母音/a/（13 例）を持つ笑いのオノマトペが一番多
く、これらは主に「哈/ha」、「呀/ya」、「哇/wa」、「啊/a」という四つの音節が組み合わさ
ったものである。また、V1と V2のペアは/a-a/（13 例）、/u-i/（1 例）、/e-e/（1 例）があり、
V1と V2に同じ母音/a/が使われているものが約 90%である。V1と V2が同じである C1V1C2V2タ
イプは中国語では｢疊韻｣24と呼ばれ、中国人の読者にリズム感を与えていると考えられる。 
一方、日本語の母音 V1と V2のパターンは多様であり、V1と V2に違う母音を含む C1V1C2V2
タイプの語基は全体の 3 分の 2 を占める。広母音/a/は口の開きを広くして発音するのに対し、
狭母音/i/、/u/は唇をわずかに開いて発音する。様々な笑い声を再現するために、日本語では開
口度と舌の位置が異なる母音が多用される。 
                                               






表 3-1 から取り上げたオノマトペは、C1V1 タイプ語基における子音 C1 の調音点（Point Of 
Articulation）と調音法（Manner of Articulation）に基づき、表 5-1 のように分類することができる。 
 






両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋 声門 
フ [ɸɯ]、フェ
[ɸe]、ファ[ɸa] 















鼻音  ニ[nʲi]    
 






両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋 
  嘻[ɕi] 哈[xa]、嘿[xeɪ]、呵[xɤ]、哼[xɤŋ]、
吼[xoʊ]、 嗨[xai] 
破擦音  桀[tɕe]   

















次に、二音節語基 C1V1C2V2タイプにおける子音 C1と C2の使用を探ってみたい。子音の調
音法による、表 3-2 から収集した C1V1C2V2タイプを構成している第一音節 C1と第二音節 C2の
種類と用例数を表 5-325に集計した。表中の数は同じ調音法である子音の種類を示し、（ ）で
は用例数を表す。 
表 5-3 から、C1V1 C2V2タイプの子音について、日本語では、破裂音、 摩擦音、鼻音、弾き
音、半母音という五つの調音法で発音する子音が使われる。具体的には、一音節目 C1は鼻音<
摩擦音<破裂音の順、二音節目 C2は半母音/弾き音<破裂音<摩擦音の順に多く使用される。破裂
音（6 語 39 例）は一音節目 C1に用い、摩擦音（6 語 30 例）は二音節目 C2に現れる傾向がある。 










表 5-3  日本語と中国語における C1V1C2V2タイプの子音の使用状況 
 C1 C2   C1 C2  








































表 6-1  日本語と中国語における笑いのオノマトペの母音と子音の使用状況 
 日本語 中国語 
C1V1 V1: o<e<u<i<a V1: ie=ai<ou<u<e<ei<i<a 




C1V1 摩擦: [h]、[s]、[ʃ]、[ç]、[ɸ] 
破裂音: [p] 、[b] 、[k] 、[ɡ] 
鼻音: ニ[nʲi] 
摩擦音: [x]、[ɕ] 
破裂音: [pʰ]、[kʰ]  
破擦音: 桀[tɕe] 
硬口蓋＝声門＜歯茎＜両唇＜軟口蓋 歯茎＝硬口蓋＜両唇＜軟口蓋 









































































5.3  慣習的なオノマトペの形態的差異 
日本語と中国語における笑いのオノマトペの形態的な差異については、角岡（2007: 113-116）
の研究報告にあるように、日本語は促音 Q、長音 R などの「オノマトペ標識」を用いて、様々











図 9 「アーッハッハッハッハッハッハッハッハッハッ」と「哈哈哈哈哈」26 
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は 10 音節であり、21 モーラが含まれている。一方、中国語翻訳版では、5 音節と 5 モーラの





（42）アッハッハッハオレ潰れちまえ!!                      （『ONE PIECE』36 巻、p75） 
哈哈/haha 我要灭了你们                            （訳『一拳超人』36 巻、p75） 
（43）へへへ、ピッチャフライか                           （『ドラえもん』12 巻、p101） 







（44）嘿/hei……我的照相机可是贴身武器                          （『雏蜂』32 話、p5） 
へへ…これぞ俺っちの必殺技                               （訳『雛蜂』7 巻、p5） 
（45）嘻/xi…今时不同往日！现在的我已经比之前强了好几倍！     （『天人统一』7 巻、p9） 
俺はもう昔とは違う今の俺は昔の俺の何倍も強い！    （訳『天人統一』26 話、p9） 
（46）哈哈/haha 怎么样！？你对我还有什么质疑！？               （『镇魂街』18 話、p6） 
ハッハッハ！どうだ見たか!！いい加減私をほめなさい！     （訳『鎮魂街』4 巻、p8） 
（47）啊嘻嘻嘻/axixixixi…该从哪里开始切呢？                   （『天人统一』1 話、p8） 
















（48）ほっほっほっ脆いわねー次頭捕ったげる❤      （『ワンパンマン』1 巻、p132） 
吼吼吼/houhouhou 你好脆弱啊 接下来让我来搞搞你的脑袋❤ 
（訳『一拳超人』1 巻、p132） 
（49）へっへっへ…少しは粘るじゃないかヌルヌル族ども      （『ワンパンマン』4巻 p147） 
















 語基の数については、図 10 に示すように、日本語原版のニ音節語基 C1V1C2V2の反復形が中
国語の一音節語基 C1V1の反復形になっている。 
  








（50）便不由嘻嘻/heihei 的失了笑。                   （『呐喊』28） 
そう思うとつい､フフフフと苦笑がもれた｡               （訳『吶喊』） 
（51）我也不生气、只跟他嘻嘻/xixi 笑着说                （『青春之歌』） 
ぼくは腹もたてないで、ニコニコ笑っていったんだ。       （訳『青春の歌』） 
                                               
27 日本語版『ワンパンマン』1巻、p55;中国語版『一拳超人』1巻、p55 
28 漫画から取り上げた用例を引用する場合、作品名と、巻数、ページ数を示しているが、コパースから収集し
た用例を引用する場合、作品名のみ記入している。データの情報については 3章 2節を参照する。 
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（52）梅佐贤 听见有苗头了、立刻笑嘻嘻 xiao4xixi 地接上去说。      （『上海的早晨』） 
梅佐賢はひっかかりがついたとみて、とたんにニコニコして続けた。 
（訳『上海の朝上巻第 1 部』） 

















   
図 11 「嘿」と「ニヤ」29 
                                               
29
中国語版『天人统一』1 話、p25;日本語訳版『天人統一』1 巻、p25 
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（54）キミは逃げなくてもいいのかな〰ブクブクブク（笑）    （『ワンパンマン』1 巻 p28） 
你不跑吗？呵呵呵呵/hehehehe                            （訳『一拳超人』1 巻 p28） 
  （55）ブク（笑）もう何人も切り裂いてきたよ。             （『ワンパンマン』1 巻 p36） 
   呵呵/hehe（笑）我已经砍了好几个人了                   （訳『一拳超人』1 巻 p36）                       
（56）この姿を馬鹿にした奴はもれなくねブクク（笑）        （『ワンパンマン』1 巻 p36） 



















表 7-1  笑いのオノマトペの日中・中日翻訳状況 


















































形が多いため、表 8-1 では、C1V1 語基は長音（R）、促音（Q）、撥音（N）、接頭辞（PER）
などが付加される派生形を収集した。 
 
表 8-1  形態的オノマトペ標識が付加された C1V1タイプ 
C1V1タイプ 用例 C1V1タイプ 用例 
C1V1R ニー、キャー C1V1C1V1R ハハー、ホホー 
C1V1RQ プーッ、ニーッ C1V1C1V1N ヒヒン、フフン 
C1V1QC1V1Q ハッハッハ NQC1V1QC1V1 ンッフッフ 
C1V1C1V1Q ヘヘッ NC1V1C1V1 ンフフ、ンガガ 
C1V1RC1V1R ヒーヒー、ヘーヘー C1V1QRC1V1C1V1 ハァーッハッハッ 
 





（57）a. 一音節接頭辞＋C1V1タイプ: [prefix C1V1]-[baseC2V2] -C2V2 （アハハ） 
b. 二音節接頭辞＋C1V1タイプ: [prefix C1V1C2V2]-[baseC3V3] -C3V3（ブヒャハハ） 


















ウハハ カハハ ガハハ ウィハハ アアハハ ブワハハ 
ムハハ クハハ グハハ ヒャハハ ウウハハ ドワハハ 
アハハ フハハ ブハハ キャハハ ウワハハ ブヒャハハ 
ワハハ タハハ ダハハ ギャハハ プアハハ ウギャハハ 
ヤハハ  ゲハハ シャハハ フヒハハ ウヒャハハ 
マハハ  ゼハハ   ウハハハ 
ナハハ  ヴハハ    
母音/i/ 
ニシシ キシシ ギシシ  テレシシ デレシシ 
ムヒヒ  ブヒヒ   キヒャヒヒ 
ウヒヒ  ゲヒヒ    
ウキキ      
イヒヒ      
ムニニ      
母音/u/ 
ウフフ プクク ブクク    
ムフフ  ゲフフ    
母音/e/ 
ウヘヘ フヘヘ グヘヘ  エエヘヘ  
エヘヘ テヘヘ 
ヘエエ 
    
母音/o/ 
オホホ      



























































む C1V1C2V2タイプであり、C1V1タイプも C1V1 C2V2タイプも撥音を含む C1V1NC2V2型は非常
に少ない。また、「ニッタリ」、「ニンヤリ」のような複数のオノマトペ標識（促音、撥音、
「リ」接尾辞）を含む C1V1QC2V2ri 型、C1V1NC2V2ri 型もほとんど使われていないことが分か
る。 
 
















な派生形式である。日本語における C1V1タイプと C1V1C2V2タイプの派生形式は表 10-1 のよう
にまとめられる。 











表 10-1  C1V1タイプと C1V1C2V2タイプの派生形式 
 
オノマトペ語基 接頭辞 



































C1V1 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 




































 （58）では、日本語は通常｢アハハ｣（78 例）、｢ワハハ｣（32 例）、「ヤハハ」（24 例）と
いう三種類が多く見られる。それらは中国語の「啊哈哈/ahaha」（50 例）、「哇哈哈/wahaha」




















（61）あっはっは警報でどの店も無人バカどもが        （『ワンパンマン』1 巻、p100） 
啊哈哈哈哈/ahahahaha 因为警报每家店都空无一人……傻缺们 
（訳『一拳超人』1 巻、p100） 
 （62）わっはっはっは！！そうだおれ達はお前なんかにゃ  （『ワンパンマン』37 巻、p66） 
哇哈哈哈/wahahaha、没错我们根本不把你这家种家伙……（訳『一拳超人』37 巻、p66） 
  （63）底力？ああそうだ……今に見せてくれるさ…ヤハハハハハハ… 




（訳『ONE PIECE』28 巻、p16） 
 （64）ナハハハハハハ…そんな安易な…            （『ONE PIECE』26 巻、p128） 

































（65）クハハハハハハハ――カッコントロールだぁ？       （『ワンパンマン』2 巻、p31） 
唔哈哈哈哈哈哈/uhahahahahaha 傻--瓜/控制？         （訳『一拳超人』2 巻、p31） 
（66）ヴフフフフフフこの星に俺と戦える生命体がいたか！   （『ワンパンマン』6 巻、p98） 
唔呼呼呼呼呼呼/wuhuhuhuhuhuhu 这个星球竟然有能和我战斗得生命体存在 
   （訳『一拳超人』6 巻、p98） 
（67）フハハハハ地上は我々地底人がいたただいた。地上人には死んでもらう。 
（『ワンパンマン』1 巻、p 87） 
啊哈哈哈哈/ahahahaha 地上归我们地底人所有了。地上人都去死吧 







































（68）a. 有気音: 喀哈哈/kahaha、噗嘻嘻/puxixi、噗哈哈/puhaha 
b. 無気音: 咘哈哈/buhaha、噶哈哈/gahaha、贼哈哈/zeihaha、 
咕哈哈/guhaha、咘嘻嘻/buxixi、叽嘻嘻/jixixi  












（70）グハハハ弱肉強食 次はお前だ/逃がさん             （『ワンパンマン』1 巻、p167） 
咕哈哈哈/guhahaha 弱肉强食/下一个就是你/逃不过的    （訳『一拳超人』1 巻、p167） 
（71）ブハハハハハハハハハ〰〰! ! !このジジイ本気で小紫さんにホれられてたと思ってた 
んだな! !                                           （『ONE PIECE』92 巻、p124） 
噗哈哈哈哈哈哈哈哈哈/puhahahahahahahahaha〰〰! ! !这个老头不会真的认为小紫小姐





























ぁあ！                                            （『ワンパンマン』8 巻、p8） 
啾哈哈哈哈哈哈/jiuhahahahahaha！太喜欢爬虫类而变成爬虫类得长舌怪大人登场！ 
 （訳『一拳超人』8 巻、p8） 
（73）ヒーローだと？上等だ殺してやるよヒャハハ      （『ワンパンマン』8 巻、p124） 
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说是有英雄？那正好就让老子杀了吧 呀哈哈/yahaha        （訳『一拳超人』8 巻、p124） 
（74）シゴキ殺してやる！！ギャハハ              （『ONE PIECE』92 巻、p56） 















的胆固醇『二头肌之王』                              （訳『一拳超人』1 巻、p44） 
（76）ケキャキャキャキャ                                （『ONE PIECE』47 巻、p16） 
嘎嘎嘎嘎嘎嘎嘎/gagagagagagaga                      （訳『ONE PIECE』47 巻、p16） 
（77）うきょきょきょきょ蹴散らせ‼見せつけてやれーい      （『ワンパンマン』1 巻、p53） 
哈哈哈哈哈哈/hahahahahaha 把他们都踢飞让他们见识一下       
（訳『一拳超人』1 巻、p53） 
（78）わっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっ楽しくなってきたあっひゃっひゃっ 


































れる傾向があることを明らかにした。表 11-1 に翻訳方法をまとめる。 
 
表 11-1  日本語における笑いのオノマトペの中国語訳 






母音/u/を含むもの 母音に基づく グハハハ-咕哈哈 uhaha 
































表 12-1  日本語と中国語における笑いのオノマトペの共通点と相違点 





























とする AB 型、ABAB 型、ABC 型が多いが、中国語の擬態語は「嘻/xi」、「嘻嘻/xixi」、「嘻









































（79）大家全哈哈/haha 的笑起来。                   （『骆驼祥子』） 






















b. 二音節語基に「リ」接尾辞・撥音を付加した C1V1C2V2ri の反復形と C1V1C2V2N の
反復形は「と」を伴う方が好ましい。 
c. 一音節から派生された C1V1Q 型と C1V1N 型、或いは二音節語基に促音・撥音を付








を伴う形も分析対象とするため、「感動詞・副詞＋と＋笑う」（感動詞: 111 例；副詞: 1072 例）
のような、助詞「と」と共に使われる用例も収集した。以下のように、16 種類の一音節語基（












C1V1反復型、C1V1RQ 型、C1V1Q 型、C1V1N 型という 4 つの形態構造、二音節語基（C1V1C2V2


























し、合計の欄には各語形のパターン数およびその総数を［ ］で示す。  
表 13-1 では、促音を含む一音節語基の反復である C1V1QC1V1Q 型（37 例）、二音節語基の
反復型（C1）V1C2V2-（C1）V1C2V2型（702 例）、「リ」接尾辞や促音、撥音が付加される二音









表 13-1 「感動詞・副詞＋（と）笑う」の使用状況 
 語形 「～笑う」 合計 「～と笑う」 合計 
C1V1
語基 
































C1V1QC2V2ri ニッコリ（262） 1[262] ニッコリ（87） 1[87] 
C1V1NC2V2ri ニンマリ（18） 1[18] ニンマリ（24） 1[24] 
  
 しかし、C1V1C2V2タイプでは、「カラカラ」が動詞「笑う」を修飾する際に助詞「と」を

















分かった。表 13-2 の C1V1タイプでは、語尾に促音や長音、撥音などが付加される派生形が多
いことわかる。具体的には、母音の長音化 C1V1RC1V1R 型（1 例）、促音が付加される
C1V1C1V1Q型（12例）、C1V1Q型（120例）、撥音が付加されるC1V1NC1V1N型（1例）、C1V1C1V1N
型（1 例）、C1V1N 型（1 例）、促音と長音が付加される C1V1RQ 型（4 例）、接頭辞を含むも
のでは接頭辞 C1V1C1V1型（44 例）と接頭辞 C1V1C1V1Q 型（1 例）を収集した。 
一方、C1V1C2V2 タイプでは、C1V1 タイプと同様に、語末に促音が付加される
C1V1C2V2QC1V1C2V2Q 型（1 例）、C1V1C2V2C1V1C2V2Q 型（1 例）C1V1C2V2Q 型（273 例）；
長音と促音を含む C1V1C2V2RQ 型（3 例）、「リ」接頭辞と促音を含む C1V1C2V2riQ 型（1 例）、
長音を含む C1V1C2V2R 型（2 例）、撥音を含む C1V1C2V2N 型（3 例）が挙げられる。 






表 13-2 「感動詞・副詞＋と笑う」の使用状況 
 語形 「～と笑う」 合計 
C1V1
語基 
C1V1RC1V1R ヒイヒイ（1） 1[1] 




接頭辞-C1V1C1V1Q ウププッ（1） 1[1] 
C1V1NC1V1N エンエン（1） 1[1] 
C1V1C1V1 ホホ（3）、ハハ（3）、フフ（9）、ヒヒ（2）、クク（4）、へへ（15） 6[36] 
C1V1C1V1N へへン（1） 1[1] 
C1V1RQ ニーッ（3）、ドーッ（1）、 2[4] 
C1V1Q ニッ（43）、ドッ（37） 、フッ（30）、ワッ（6）、プッ（3）、クッ（1） 6[120] 




C1V1C2V2QC1V1C2V2Q エヘッエヘッ（1） 1[1] 
C1V1C2V2C1V1C2V2Q ケラケラッ（1） 1[1] 
C1V1C2V2RQ ニコーッ（1）、ニヤーッ（1）、ニカーッ（1） 3[3] 
C1V1C2V2riQ クスリッ（1） 1[1] 
C1V1C2V2R ニター（1）、ニマー（1） 2[2] 



















表 13-3 「笑いのオノマトペ＋とする」の使用状況 
 語形 「～とする」 合計 
C1V1C2V2
語基 
C1V1C2V2C1V1C2V2 ニコニコ（16）、ニヤニヤ（2）、ニタニタ（1）、ヘラヘラ（2） 4[21] 
C1V1C2V2Q ニヤッ（39）、ニコッ（39） 2[78] 
C1V1C2V2ri ニヤリ（191） 、ニコリ（13） 、ニタリ（7） 3[211] 
C1V1QC2V2ri ニッコリ（16） 1[16] 







ることがわかった。具体的に、「リ」接尾辞が付加される C1V1QC2V2ri 型（16 例）、C1V1NC2V2ri
型（3 例）、C1V1C2V2ri 型（211 例）は助詞「と」を伴い、動詞「する」を修飾する用例が多い。







表 13-4 「ニ音節語基「ニコ」・「ニヤ」＋（と）動詞」の使用例 





ニヤニヤ 笑いかける（1）、見せびらかす（1）、近付く（1）、考える（1）、接する（1） 5[5] 
ニコッ 微笑む（8）、行く（1）、頬笑む（1） 3[10] 
ニヤッ 微笑む（1）、吠えたてる（1）、はじまる（1） 3[3] 


















（85）冠木が、喉の奥でくつくつと笑い声を立てた。            （『不死蝶めざめる』） 
（86）もうずっと前から仲間だったようにみんなと仲よくワイワイと笑い声がいっぱいにな
ります。                                          （『ボランティア連帯論』） 









（89）ここまで考えきたって、ふと笑いが出た。                    （『北国の雁』） 













（91）a. ニコニコ＋動詞「する」 ニコニコする 

















表 14-1  日本語における C1V1C2V2タイプの動詞用法 
  -する -する名詞 
ニコニコ 373 24 
ニッコリ 241 5 
ニヤニヤ 196 12 
ニンマリ 44 5 
ヘラヘラ 13 6 
ニタニタ 11 4 






（93）そのヘラヘラした笑いはやめろって。                            （『女王様と私』） 
（94）にこにこしている姿は、いささか私にも不気味なものを感じさせた。 
（『若者の心の病がわかる本』） 
（95）ニヤニヤした視線を感じ、私は隣の車輛に移った。              （『小さな貴婦人』） 
（96）「日米安保があるから大丈夫、とニコニコ顔で言う人たちに和してニコニコする気持 






























（100）あのニヤニヤ監督キモヒ。                           （『Yahoo!知恵袋 2005』） 
（101）しかし想像する僕の方が、ヘラヘラ法師や眠り男そっくりなのだ。 
（『悪魔に委ねよ』） 





















ずニンマリの場面も！                                       （『無料空間』） 




（107）と（108）のように、C1V1QC2V2ri 型と C1V1NC2V2ri 型も助詞「の」を後接し、名詞を









ーはい。というわけで、収穫は 3 つでした。            （『Yahoo!ブログ 2008』） 
 （110）自力で引いたおっきゃんと合わせておっきゃんだらけの状態に、ニヤニヤが止まら 










 （『週刊朝日 2003 年夏季号』） 
（112）エヘヘ、という感じで微笑みながら、あっ、あっ、あっ、痛いわ、痛いわ、ちょ 















































らも、同じ語基の反復形である「呵呵/hehe」を使っているが「笑 BB 型」と「乐 BB 型」は異










「嗤（哧）/chi」、「嘎/ga」という 9 つの一音節語基を設定する。A 型（哈/ha）、AA 型（嘻












（116）我十分惊讶、张开大嘴哈哈/haha 地笑                             （訳『哥儿』）  
おれがあきれ返って大きな口を開いてハハハハと笑ったら眼が覚めた。  
（『坊ちゃん』） 
（117）女生们都嘻嘻哈哈/xixihaha 地笑。                   （『插队的故事』） 
       女子はみなアハハと大笑いしている。            （訳『遥かなる大地』） 
（118）奶奶嗤嗤/chichi 地笑了。                       （『红高粱』） 
祖母がフッと吹き出した｡                     （訳『赤い高粱』）                
（119） 英娥咯咯/gege地笑开了                     （『插队的故事』） 
英娥はクツクツと笑い出した。                  （訳『遥かなる大地』）                      
（120）工人们哈哈/haha 笑起来。                       （『盖棺』） 
坑夫たちはどっと笑った。                   （訳『棺を蓋いて』）               
 
（116）と（117）のように、一音節語基「哈/ha」とニ音節語基「嘻哈/xiha」の反復形は「哈



















哈笑起来/haha xiao4 qi3 lai2」の場合は助詞「地/di」を使用しないが、「哈哈地大笑起来/haha di 






訳コーパス』から「～笑着/xiao4 zhe」の例は 32 例収集され、その中で、21 例は助詞「地/di」
を用いず、残りの 11 例は「～地笑着/di xiao4 zhe」というフレーズが用いられていた。具体的
には、「叽叽嘎嘎/jijigaga」（1 例）、「吃吃/chichi」（5 例）、「嘻嘻/xixi」（1 例）、「格格





（121） 白莉苹拍拍道静肩膀、咯咯/gege 笑着                 （『青春之歌』） 
    白莉苹は、道静の肩をたたいてクツクツと笑った。         （訳『青春の歌』）       
（122）他俩嘻嘻哈哈/xixihaha 笑着、朝煤气灯下钻去、随后走进了角屋。       （訳『哥儿』） 
     二人ハハハハハと笑いながら、瓦斯燈の下を潜って、角屋の中へ這入った。 
（『坊ちゃん』） 
（123）大家这才哄/hong 笑着、拥着高大泉走出了高台阶。        （『金光大道』） 
   みんなはドッと笑って、高大泉をとり囲み、高台から連れて出た。 
（訳『輝ける道』） 
（124）我们就三五成群的哄哄/honghong 笑着、昂然走过。              （『关于女人』） 
三、四人ずつにわかれて大笑いしながら、ゆうゆうと歩き去った。 
 （訳『女の人について』）          
（125）我也不生气、只跟他嘻嘻/xixi 笑着说                    （『青春之歌』） 










（126）婉小姐卖弄似的说、吃吃/chichi 地笑着         （『霜叶红似二月花』） 
「ホホホ、そうだったの？」婉卿はしたり顔で笑った。    （訳『霜葉紅似二月花』） 
（127）秦恺吭吭吃吃/hanghangchichi 地说                （『霜叶红似二月花』） 
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秦愷は大泉の前に立つと、ため息をもらした。       （訳『霜葉紅似二月花』）      
（128）也低声吃吃/chichi 的说道                      （『呐喊』） 
そして､これも小声でどもりながらいった｡          （訳『吶喊』）          
（129）赶明儿你吃吃/chichi 去。                        （『钟鼓楼』） 









（130）一群小闺女又叽叽嘎嘎/jijigaga 地笑着挤了进来。       （『轮椅上的梦』） 
      女の子たちがペチャクチャおしゃべりしたり笑ったりしながら入ってきた。 
（訳『車椅子の上の夢』） 
（131）她们拥挤着、叽叽嘎嘎/jijigaga 地叫着、笑着、嚷着        （『轮椅上的梦』） 
   彼女たちは押し合い､笑い､ペチャクチャ話し…      （訳『車椅子の上の夢』）  
（132）格格/gege 地干笑着说                               （『霜叶红似二月花』） 






















 （134）他回答我、还在嘻嘻/xixi 地笑着。              （『人啊、人』） 




















7 例、『呐喊』6 例）に限定され、現代中国語としては使わないため、本研究では「笑 BB＋的
＋動詞」32という用法は対象外とする。 
 





笑 BB 型 
副詞用法 








形容用法 笑 BB 有点笑嘻嘻（訳: 軽く微笑む） 9 
 笑 BB 的 笑嘻嘻的（訳: ニコニコ） 8 
乐 BB 型 
副詞用法 乐 BB 地 乐呵呵地说（訳: ニコニコと言う） 7 
形容用法 乐 bb 的 乐呵呵的贫农（訳: ほがらかな貧農） 2 
 




ままで散漫で目標のない様子」を表し、「～的搜索/de sou1 suo3」の「搜索/sou1 suo3」は名詞で、「～地搜索






と 6.3.1.2 の「～（地）笑着」とは異なり、「笑 BB 型」は「笑/xiao4」（笑う）以外の動詞を
修飾している。 
表 15-1 をみると、「乐呵呵/lehehe」は形容詞として名詞を修飾する例よりも、副詞として動
詞を修飾する例の方が多いことがわかる。最初に「笑 BB 型」の具体例を見てみる。 
 
（135）侯瑞坐在道静的床铺上、摸摸冻红的脸、笑眯眯/xiao4mimi 地说    （『青春之歌』） 
侯瑞は道静のベッドに腰をおろすと、寒さでまっかになっている顔をこすりながら、ニ
コニコして答えた。                             （訳『青春の歌』） 
（136） 老站长笑眯眯/xiao4mimi 地看看大家                               （『金光大道』） 




んだ。                                                      （訳『応報』）             
（138）周忠乐呵呵/lehehe 地伸着大拇指说                             （『金光大道』） 
周忠がニコニコして親指を立て（中国の習慣で、大したものだの意）  （訳『輝ける道』） 
（139）她端来了一盘四川泡菜、乐呵呵/le4hehe 地往桌上一放                    （『钟鼓楼』） 













 以上のことから、「笑 BB 型」、「乐 BB 型」という擬態語を副詞として使われる時、助詞








（140）孟蓓扑哧/puchi 一声笑了                         （『丹凤眼』） 
孟蓓はクスツと笑ったがまた                    （訳『鳳凰の眼』）               
（141）众人“轰/hong”的一声笑了                        （『金光大道』） 















（142）这次还优礼有加、一直送到了大门口、“嘎嘎/gaga”笑了两声。      （『活动变人形』） 
今日は何時になくあいそ笑いをしながら表門まで見送りにでた。    （訳『応報』） 
（143）不知是谁在她枕边嘿嘿/heihei 地冷笑了三声、又象是对着她的耳朵吹气  
  （『活动变人形』） 
最後に誰かが彼女の枕元でヘヘヘと薄気味悪く冷笑し、耳元に息を吹きかけた。 
（訳『応報』） 
（144）呜呜呜哭几声、嘻嘻嘻 xixixi 笑几声、                 （『红高粱』） 
おいおいと声をあげて泣き､ケタケタと笑った｡                  （訳『赤い高粱』） 
（145）秦富也“哈/ha、哈/ha、哈/ha”跟着笑了几声。               （『金光大道』） 
秦富も後にくっついて笑った。                  （訳『輝ける道』） 
（146）她不好意思地咧了咧嘴、向母、妹嘿嘿/heihei 干笑了几声      （『活动变人形』） 
































（147）流苏噗嗤/puchi 一笑。                         （『倾城之恋』） 
流蘇はクスッと笑った。                     （訳『傾城の恋』） 





（149）老师哈哈/haha 一笑、拍着自己的胸膛:                   （『人啊、人』） 
先生ハハハハと笑って､自分の胸をたたいた｡         （訳『ああ、人間よ』） 
（150）鲍彦山嘿嘿/heihei 一笑                        （『小鲍庄』） 









（151） 刘祥微微/weiwei 一笑说                     （『金光大道』） 
劉祥はかすかに笑った。                                     （訳『輝ける道』） 
（152） 他淡淡/dandan 地一笑。                    （『活动变人形』） 
彼は軽く笑った。                         （訳『応報』） 
（153） “那怕什么！”道静轻轻/qingqing 一笑、                 （『青春之歌』） 





「薄ら笑いを浮かべる」と訳されることが多い。他には「惨然/can3 ran2」（6 例）、「嫣然/yan1 


















（155）他走出了吃饭间、留下了放肆的“哈哈/haha”声。           （『人啊、人』） 
やつは食事室を出ていった｡不作法な高笑いを残して｡     （訳『ああ、人間よ』） 
（156）“嘻嘻/xixi”“哈哈/haha”的笑声、还有青春的热气、团团地包围了他、同时争前恐后地 
报功                                     （『金光大道』） 
彼女たちはククッ、アハハの笑い声と若い熱気で老人を包みこみ、われがちに手柄
話をした。                                                 （訳『輝ける道』） 
（157）他的耳畔似乎又响起她那清脆的“格格格/gegege”的笑声。          （『轮椅上的梦』） 









（158）看他们那叽叽嘎嘎/jijigaga 开心的样子、好象一点也不觉得累。      （『轮椅上的梦』） 
ペチャクチャ楽しそうに話したり笑ったりして､ちっとも疲れた様子がない｡ 
 （訳『車椅子の上の夢』） 
（159）便只听得吃吃/chichi 地窃笑的声音了                 （『彷徨』） 
｢石勒の雄図｣を披瀝する段になったときには､クツクツと笑いをこらえる声がきこえ








（160）我这才注意到燕宁那对笑盈盈/xiao4yingying 的眼睛以外的变化。     （『轮椅上的梦』） 
    ようやく私も燕寧のニコニコした顔以外に目を移した｡    （訳『車椅子の上の夢』）  
（161）恂如听得怔了、望着朱老先生的笑迷迷/xiao4mimi 的瘦脸儿。 （『霜叶红似二月花』）   





















来了。                              （『金光大道』） 
屈託がなく、いつもほがらかな貧農の朱占奎が玉米餅子（トウモロコシ粉で作った薄










（164）最近分了土地、他觉着有了根、有了靠、一天到晚笑嘻嘻/xiao4xixi。   （『金光大道』） 
最近になって、土地を分配されてから、かれはやっと自分にも本拠ができ、頼るもの






















（166）文化嘻/xi 着脸说小翠。                         （『小鲍庄』） 
文化子がにこにこして言った。                （訳『小鮑荘』） 
（167）李卓来得最晚，嘻嘻哈哈/xixihaha 了一阵子。            （『插队的故事』） 








くの間」を表す「一阵子/yi1 zhen4 zi3」が追加されることで、しばらく笑っていることを表す。 
 
 （168）余司令哼/heng 一声、焦躁着踱着脚、满脸怒气。             （『红高粱』） 
余司令はせせら笑って､いらいらと歩きまわりながら顔に怒りをみなぎらせた｡ 
（訳『赤い高粱』） 
 （169）孟大环望着那个女人的雪白的颈脖、望着她白嫩的裸露的双臂、嘻嘻/xixi 了两声、 
突然贪馋地张大了嘴巴。                                       （『青春之歌』） 
孟大環は、その女の白いうなじを見、白くぽってりした、あらわな両腕を見ると、
ひひひと下卑た笑いをあげながら、とつぜん、大きな口をあけ、よだれをたらさん
ばかりに舌なめずりした。                    （訳『青春の歌』）                 
（170）半天、他呵呵/hehe 了两声、不知说的什么。             （『青春之歌』） 
しばらくすると、口の中でなにやらもぐもぐいったが、聞きとれなかった。 














心里边根本没把他这个村长放到眼里。              （『金光大道』） 
自分なんか及びもつかない資産を持ち、傲慢で鼻息が荒く、うわべこそニコニコして
いるが、心のなかでは村長である自分をまるで眼中においてない馮少懐がいまいまし
くて仕方がなかった。                   （訳『輝ける道』）  
























（173）铁汉哪、你别打哈哈/haha 了                      （『金光大道』） 
鉄漢、冗談は止しにしなよ                    （訳『輝ける道』） 
（174）“怎么、男人不该干女人的活？”我故意打哈哈/haha。             （『人啊、人』） 
どうして?男が女のやることに手を出すべきじゃないと言うのかい｣｡おれはわざと快
活に､ハハハと笑った｡                    （訳『ああ、人間よ』） 
（175）王胖子转身到另一个同志跟前、打着哈哈/haha。          （『人啊、人』） 








（176）大家不过拉个交情、讲个面子、打一个哈哈/haha、也就了事。   （『天云山传奇』） 
ともかく、ひとこと挨拶して、相手の顔を立ててやり、やあやあといっておけば済む
ことなんだから。                    （訳『霜葉紅似二月花』） 
（177）徐太太打了个哈哈/haha 道:“没关系、这点小东、我还做得起！       （『倾城之恋』） 
徐夫人はホホホッと笑って､｢よろしいんです､これくらいのこと｡なんとかなります










6.3.5  まとめ 
表 16-1  中国語における笑いのオノマトペの副詞用法 




A × × × ○ × × 
AB ○ ○ × ○ × ○ 
AA ○ ○ ○ × ○ ○ 
ABB × × ○ × × × 




















表 16-2  中国語における笑いのオノマトペの形容詞用法 
名詞 ～声 ～的笑声 ～的＋名詞 ～的 
A × × × × 
AB ○ × × × 
AA ○ ○ ○ × 
ABB × × ○ ○ 




























































第 7 章  役割語としての笑いのオノマトペに関する考察 
7.1 はじめに 













（179）ホホホ、お上手ですこと                           （『香津美斬魔剣』） 
（180）ガハハハ！おまえも少しは知恵しぼれ！！この番組は笑いの番組だってこと忘れ 
るな！                     （『ビートたけしの三国一の幸せ者』） 
 

























































図 12 「ヤハハハ」と笑うキャラクター36 
                                               
35
 ヤー、ヤハ、ヤフ (Yah、Yahu) https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A4%E3%83%8F 
36

























                                               
37『ワンピース』キャラクター一覧 https://one-piece.com/log/character.html 
ONE PIECE-ウィキペディア https://ja.wikipedia.org/wiki/ONE_PIECE 







表 17-1 『ONE PIECE』登場人物のアーキタイプと笑い方 
分類 アーキタイプ 名前 笑い方 名前 笑い方 























メンター ブルック ヨホホホ チンジャオ ヒヤホホホ 



































































表 17-2  笑い方に関わる登場人物の人物像（種族、体格など） 
名前 笑い方 性別 種族 体格（身体部位） 性格 
サイ カッカッ 男 人族 大柄 度量と胆力を持つ、人情に厚い、激しい 
ココロ ンガガ 女 人魚族 肥満 元気/豪快/姉御肌な性格 
ハイルディン ディガガ 男 巨人族 筋肉質 向上心が強い/義理堅く誇り高い 
ブロギー ガババ 男 巨人族 筋肉質 豪胆/好戦 
河松 カッパッパ 男 魚人族 子供くらい 陽気/可愛い/優しい 
アプー アッパッパ 男 手長族 手足が長い 陽気/ノリが軽い/目立ちたがり 
フクロウ チャパパパ 男 人族 丸い体 可愛い/お茶目/冷酷/お喋り/お調子者 
ダルマ キャッキャッ 男 魚人族 強靱な顎と牙/小柄 好戦的/残忍 
ドリー ゲギャギャ 男 巨人族 細身/長い髭 豪胆 
プラリネ シャシャ 女 半人魚 乱杭歯 冷静/スタイルも良い 















（『ONE PIECE』77 巻、p142） 
（183）【ハイルディン】ディガガガガガガガガ! ! !“同じく”だ!! 
（『ONE PIECE』80 巻、p 90） 
（184）【ココロ】んががががどっちでもいいわねんな事ァ 
















   










（185）【河松】呆れた男だ…カッパッパ        （『ONE PIECE』95 巻、p29） 
（186）【アプー】アッパッパそりゃそうでしょう!!年に一度の“金色神楽”仲間外れはゴメン
だぜ!!                     （『ONE PIECE』95 巻、p19） 
（187）【フクロウ】喋ってしまったーチャパパパ    （『ONE PIECE』39 巻、p165） 
 
                                               
39













口蓋音:/CyV/）が持っている鋭さに起因するものである（角岡 2006: 98）。 
 
（188）【ドリー】ゲギャギャギャギャギャギャギャ!!!活きのいい人間だな!!!久しぶりの客 
人だ!!!                   （『ONE PIECE』13 巻、p 152） 
（189）【プラリネ】おやおや!!みんなあたしの事心配してくれてるの？シャシャシャ 








































表 17-3  笑い方に関わる登場人物の人物像（性別、年齢など） 
名前 笑い方 性別 職業 年齢 性格 衣服 
ブルック ヨホホ 男 団長 老人 ポジティブ/ユーモア/優しい 燕尾服/シルクハット 
チンジャオ ヒヤホホ 男 棟梁 老人 温和/穏やか/忠義/激しい チャイナ服 
ラフィット ホホ 男 船長 中年 理知/暴力性/残忍性 襟シャツ／シルクハット 
デッケン九世 バホホ 男 船長 中年 粘着質/自己中心的 麦わら帽子 
デボン ムルンフフ 女 船長 中年 残忍/最悪/上品/美女 小洒落た囚人服 
ロビン ウフフ 女 船員 青年 冷静/沈着/博識 紺系の服 
ドフラミンゴ フッフッフ 男 船長 青年 凶悪/人情に厚い ピンク色のファーコート 








（『ONE PIECE』61 巻、p 142） 
（191）【チンジャオ】ヒャホホ遅いわ!!先に 3 段目へ行かせて貰う!! 
（『ONE PIECE』76 巻、p 12） 
（192）【ラフィット】ホホホさて少々…立ち入り禁止に願います。 
（『ONE PIECE』59 巻、p 63） 
（193）【デッケン九世】バホホホホ!!ワダツシィ〰〰〰!!!お前を助ける事はもう不ギャ能!!! 






いる。具体的には、37 人のうち 8 人は船長、2 人は中将、後は座長、社長、提督、大将などが
それぞれ 1 人ずつである。 
 
（194）【ルフィ】なっはっは行け〰〰ウーシ―!!!        （『ONE PIECE』72 巻、p 60） 
（195）【ルフィ】だ〰〰っはっはっはっはっ変な声〰〰〰〰〰〰っ!!!  
（『ONE PIECE』75 巻、p 108） 
（196）【ルフィ】わっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっ楽しくなってきたあっひゃっひゃっ 









      
図 15 「ヨホホホ」、「ホホホ」と笑うキャラクター41 
 
                                               
41 尾田栄一郎『ONE PIECE』巻四十六〝ゴースト島の冒険〟2007 年、p16；巻六十一〝ROMANCE DAWN for the 





















    
図 16 「フフフフフフ」と「ン～～フフフ」42 
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図 17 のようになる。 
 


































                                               
43 「敵役」の定義: https://ja.unionpedia.org/i/%E6%95%B5%E5%BD%B9 
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表 17-4  笑い方に関わる登場人物の人物像（外見、性格など） 
名前 笑い方 性別 外見 性格 キャラの特徴 
ヒルルク エッエッ 男 長いハット/白髪 下品/優しい ヤブ医者 
トレーボル べへへ 男 鼻水/痩せすぎ 粘着質/強気 どけドフィ!/〜んねー 
黒ヒゲ ゼハハ 男 腕毛/胸毛/抜けた歯 野望/非情/狡猾 ～ねェ 
スピード ヒヒン♡ 女 馬ヅラ/美人 過激/可愛い 馬の鳴き声 
ブヒチャック ブヒヒ 男 豚ゾンビ 攻撃性/恐怖 豚の鳴き声 
ページワン ヒヒ 男 肉食恐竜 恐怖/凶悪 恐竜の鳴き声 
カリブー ケヒヒ 男 ヘビ顔 薄情/残酷 蛇の鳴き声 



















   
図 18  ｢べへへへへ｣と笑うキャラクター44 
 








（201）【黒ヒゲ】えェ!!? オイ!!!! ゼハハハハハハハ!!! 人の夢は!!! 終わらねェ!!!! 
（『ONE PIECE』74 巻、p120） 
 
母音/e/を含む笑い方と同様に、母音/e/を含む【トレーボル】の乱暴な言葉遣いと【黒ヒゲ】
                                               
44 尾田栄一郎『ONE PIECE』巻七十四〝いつでもキミのそばにいる〟2014 年、p120；巻七十八〝悪のカリスマ
〟2015 年、p146 










（『ONE PIECE』91 巻、p 126） 
（202）【ページワン】ヒヒヒ!!腰抜けなら永遠に出てこねェだろうが………!!あァ次はフル 
ーツでも食いてェな                            （『ONE PIECE』93 巻、p 14） 
（203）【ブヒチャック】ブヒヒヒそんな生易しいもんじゃないブヒ 
（『ONE PIECE』47 巻、p 50） 
（204）【カリブー】ケヒヒヒヒ!!!こいつらがあっけにとられてる内にィ〰〰〰〰船内皆殺し 
にしちゃいや〰〰〰がれェ〰〰〰い!!!        （『ONE PIECE』62 巻、p 10） 
（205）【モリア】キシシシ!!!オーズの子孫!!？白ひげの傘下にいたの かァ!!!  































（『ONE PIECE』59 巻、p 53） 
（207）【ペロスペロー】くくく!!それは甘そう♪キャンディーちゃん 
（『ONE PIECE』84 巻、p 157） 
（208）【オロチ】ぐふふふおぬしもわしのせいさいの座を狙うてみるか？ぐふはははは!! 
ぐほほ―スネるなスネるな小紫イ♡愛いの―♡愛い愛い〰〰〰  








表 17-5  母音/u/を含む笑い方に関わる登場人物の人物像（外見、性格など） 
名前 笑い方 性別 職業 外見 性格 
ペロスペロー クク 男 幹部 色彩なピエロっぽい服 責任感/残忍/猟奇 
クロコダイル ククク、クハハ 男 社長 オールバック/大柄 冷酷非道/謀略家 


















                                               


























表 17-6  笑い方に関わる登場人物の人物像のまとめ 
笑い方 性格 体型 容姿 服装 性別 年齢 階層 
濁音 豪胆/元気 肉付き/丸い      
半濁音 可愛い/陽気/軽い まん丸      
硬口蓋音 冷静/敏感 細身/鋭い器官      
母音/a/ 豪胆/冷静 大柄   男っぽい  高位者 
母音/o/ 優しい/穏やか  紳士 上質 男っぽい 老人 高位者 
母音/u/ 冷静/多面的  美形 鮮やか/おしゃれ 女っぽい   
母音/e/ 下品/地味/粗野  醜い     
























































a. 語基反復型: C1V1C1V1 「ホホ」、「ホホホ」など 
b. 接頭辞添加型: [pre（C1）V1]-[baseC2V2]C2V2 「オホホ」など 
c. 長音添加型: C1V1RC1V1R「ホーホー」など 
C1V1C1V1R 「ホホウ」、「ホホオ」など        















a. 笑い声: 低く笑う、妙な声など 
b. 笑う表情: 微笑、目で笑うなど 
c. 笑う姿態: 笑い転げる、体を崩して笑うなど 
d. 笑いの内容: 薄笑い、苦笑いなど 
e. 笑いの程度: 大笑い、少し笑うなど 














































表 18-1  泉鏡花の作品に現れる「（オ）ホホホ」類型語 














時、お珊は、その花やかな笑を聞かしたのである。        （『南地心中』） 
（215）「いえ、そりゃ、あの私ンでございますよ、ほほほほ、」  と女房も寂しい微笑。                                      
（『式部小路』） 
（216）美女は親しげに笑いかけて、 「ほほ、 私はもう災難と申します。災難ですわ、貴 
     下。」                             （『春昼後刻』） 


















分ながら気が変って、お前さんの前だと花嫁も同じことよ。」  （『第二菎蒻本』） 
（219）「ほほほほ、あなたさまが、そのような」 豪快な男が照れて、口ごもっているの 
が、小糸には、おかしく思われるのか、「どうぞ、仰せられて下さいまし、私で 













出た。                                                     （『妖魔の辻占』） 
（222）「ほ、ほ、そか、そか。」と、余念なさそうに頷いた─風はいま吹きつけたが─その 
不思議に乱れぬ、ひからびた燈心とともに、白髪も浮世離れして、翁さびた風情で 
ある。                                      （『貝の穴に河童の居る事』） 























いたしました。                        （『怪塔王』） 
（225）「ほほう、君も、偽司令官を知っていたのかい」司令官は、意外な話に、驚いたのだ 
った。                            （『空襲葬送曲』） 
（226）「ほほう、君もどうやら事件のあったことを信用して来たようだネ」と警部は微笑し 
ながら「だが兎に角、当面の相手は何とも説明のつけられない変な生物が居るらし 




























（228）「ほほう――」と博士は提出された Fig. 4 を、博士が前に同じ犬塚についてとった 
 Fig. 3 と並べてみて、妙な声をあげられた。笑われているのか喜ばれているのか、












    （『火星兵団』） 
 （230）「ほほう。君は狐つきの説を信ずる組かね。はははは」（省略）「それはそうだ」 











































大きな顔で笑った。                            （『蠅』） 
（233）お松は傍で聞いていて、可笑しそう に笑った。「なんや思うたら、もう 帆村はんと 
休戦条約だっか。ほほほほ」                     （『蠅男』） 
（234）「ほほほほ、それはあたり前の話だわ」と、とつぜん、横合から、無遠慮に笑いごえ 
をあげたものがあった。                   （『〇〇〇年戦争』） 
（235）しかもこの訪問者は、一目でそれと分る妙齢の婦人だったのである。（省略）私は率 
直に愕き をのべると、チタ教授は笑って、「ほほほほ。なにが若いことがありまし




























における「ホホウ」と共に使われる表現は表 18-4 のようにまとめられる。 
 



















（『三州吉良殺人事件・長編推理小説』）         
（239） 隣の楸瑛は平然とした顔で「ほほう」などといっているが、内心爆笑寸前なのが見 


















































が生まれた。                   （『スクランブル・グリル』）  
（242）―私達も？―ああ、私達も。―ほっほほほ。あなたは莫迦ね。彼女は考へ深く笑つて、 
少し間を置くと、また口を開いた。          （『編年体大正文学全集』）   
（243）「ほほ、そんなものを取ったら、お客様に嫌われますわよ」 女中は自嘲的に笑った。  
                                      （『人間の証明』） 
（244）意味が通じたのかどうか、イネは「ほほほ…」と、妙に艶かしい笑い方をした。  
                    （『伊香保殺人事件』） 




























































7.3  中国語の場合 
7.3.1  漫画にみられる笑いのオノマトペの役割 














































（249） S1: 哈哈哈/hahaha 自己就是一台杀人机器还装什么高尚。 
S2: 真是恶心透了。呵呵/hehe 我不在乎。                （『雏蜂』15 話、p15） 
S1: ふふふ…殺人兵器のくせに慈悲深い女神のつもり…？気持ち悪い 
S2: ふふそんなのどうでもいい                          （訳『雛蜂』15 巻、p15）  
（250） 呵呵/hehe…小子看来你还没搞明白咱俩的立场是截然不同的咯咯咯/gegege、激动吗？ 















































（『ONE PIECE』26 巻、p 10） 
贼哈哈哈哈哈哈哈哈/zei2hahahahahahahaha！！！真伤脑筋！被逃掉了！  













































  （『ONE PIECE』24 巻、p 13） 
…呵呵/hehe…我就知道…为了跟我挑战，连命都不要了！ 
（訳『ONE PIECE』24 巻、p 13） 
（255）クハハハハ!!面白ェことになったな!!            （『ONE PIECE』24 巻、p 30） 
哇哈哈哈/wahahaha！真是太有趣了！          （訳『ONE PIECE』24 巻、p 30） 
（256）ククク……お前は水が恐ェから!!!               （『ONE PIECE』24 巻、p85） 















































（257）a. 屋子   里    很黑。 
部屋の 中 が 暗い。                               （『白水社 中国語辞典』） 
b. 那个人  心  太  黑 了。 
あいつ は 本当に 腹黒い。                         （『白水社 中国語辞典』） 
（258）a. 我给他道了个喜。 
私は彼にお祝いを述べた。                  （『白水社 中国語辞典』） 
b. 笑在眉头，喜在心里。 








（259）最后他终于忍不住地乐了:“嘿嘿/heihei！嘿嘿/heihei！”             （『金光大道』） 
最後にたまらないように笑い出した。「エヘヘ、エヘヘヘ……」   （訳『輝ける道』）  
（260）朱铁汉翻白着眼说:“瞎走瞎闯？嘿嘿/heihei、这回挂上了电灯、安装了方向盘、有了光 




し、ハンドルもできたし、道もテカテカになったんだ」       （訳『輝ける道』）  
（261）嘿嘿/heihei、就为这个！……是俱乐部老杨头儿告诉我的、你把人家晾啦！……” 
  （『丹凤眼』） 
アハハハ､まさにそのせいだ｡クラブの楊親方が教えてくれたよ､あんたが彼女を無 




























代名詞（3 人称代名詞には性の区別があるため、キャラクターを指示するのにどの 3 人称代名
詞が用いられているかが性別判断に役立つ）などに基づき、キャラクターの性別を判断する。
『中日対訳コーパス』から、「嘻嘻/xixi」は 30 例、「咯咯/gege」は 30 例、「格格/gege」は 18
例を収集し、それを性別ごとに表 19-1 にまとめた。 
 
表 19-1 「嘻嘻/xixi」「咯咯/gege」「格格/gege」の使用状況 
笑いのオノマトペ 男性 女性 計 
嘻嘻/xixi 18 12 30 
咯咯/gege 5 25 30 
格格/gege 3 15 18 
 
表 19-1 から、「嘻嘻/xixi」と笑うキャラクターのうち、18 例は男性、12 例は女性であり、
「嘻嘻/xixi」は男性キャラクターの笑い方として多用されることがわかる。一方、「咯咯/gege」

























 小翠子はコロコロと笑った。澄んだ笑い声に梢の小鳥が驚いて一斉に飛びたった。  
（訳『小鮑荘』）                             
（265）英娥咯咯/gege 地笑开了:“没眉脸！”。                  （『插队的故事』） 
英娥はクツクツと笑い出した。「恥知らずな人ね」。     （訳『遥かなる大地』）     
（266）那个女人突然“咯咯/gege”地笑起来。                               （『金光大道』） 
女は出しぬけに「ククッ」と笑った。                    （訳『輝ける道』）         
（267）院门一推，进来一位中年妇人。格格格/gegege 一阵笑声、随着妇人一同进入院的。  
                （『活动变人形』） 
表の門を押し開けて中年の女がやってきた。ホホホという笑い声が中庭へころげこ 
む。                                                       （訳『応報』）               











































































































（270）  S1: 我真的会动手杀死你  
S2: 嘿嘿/heihei……的确是开玩笑                        （『雏蜂』30 話、p1） 
S1: 殺してやる!                     










































（272）漫画①:（中）米二/腾讯動漫『一人之下』1〜80 話、（2015 年） 
（日）米二/少年ジャンプ＋『一人之下』1〜30 話、（2017～2018 年） 
漫画②:（中）许辰/有妖気『镇魂街』1〜90 話、（2010～2014 年）  
（日）許辰/ MAGIA『鎮魂街』初版、1～14 巻、（2017～2018 年） 
漫画③:（中）孙恒/有妖気『雏蜂』 1〜60 話 、（2010～2011 年）  
（日）孫恒/MAGIA『雛蜂』初版、1～10 巻、（2017～2018 年） 
漫画④:（中）子诺爷/有妖気『天人统一』1〜60 話、（2015～2016 年）  

















a. 笑いの種類: 快の笑い、社交上の笑い、緊張緩和の笑い、攻撃の笑いなど 
b. 会話の形式: セルフトーク、会話のやり取り 
c. 談話標識上の笑いのオノマトペの機能: 話題展開系、応答系 
d. 日本語訳の翻訳方法: 笑いのオノマトペ、感嘆詞、文末詞、省略、解釈の言葉など 
 
志水（2000）、橋元（1994）などが指摘した笑いの種類やそのコミュニケーション機能を参






















表 20-1  笑いのオノマトペの用例数 
 文頭 文中 文末 単文 計 
漫画① 25/44 0/12 3/7 5/5 33/68 
漫画② 33/47 3/6 8/12 12/14 56/79 
漫画③ 31/34 2/4 3/3 12/12 48/53 
漫画④ 27/30 2/4 2/4 35/36 66/72 
計 116/155 7/24 16/26 64/67 203/272 
 
両言語に共通していたのは、笑いのオノマトペは出現位置によって使用頻度が異なることで
ある。両言語とも文頭（中: 155 例、日: 116 例）、および独立の単文（中: 67 例、日: 64 例）と
して使われるものが多い。一方、文中（24 例）と文末（26 例）に現れる中国語の笑いのオノ
マトペは、日本語では笑いのオノマトペ以外の言葉に訳されることが多い（枠線部分）。 




















本語版で感嘆詞および文末詞に訳された際に使用された表現の状況を表 20-4 にまとめた。 
 
表 20-3  日本語訳において笑いのオノマトペ以外の言葉に訳された用例数 
 文頭 文中 文末 単文 計 
感嘆詞 16 2 1 3 22 
文末詞 11 7 4 0 22 
省略 11 8 3 0 22 
そのほか 1 2 0 0 3 
計 39 17 10 3 69 
 










                                               
52
日本語の文末詞は主に①文中の切れ目に付いて、語勢を添ヘ、相手の注意を引き留めたいという意を表す「間



















这也仅仅是报了千分之一的旧仇罢了。嘻嘻/xixi…（4TH）                    
（『天人统一』3 話、p12）  
ハハハハハハ!!（1ST）｜最高だ!!｜悪趣味だな!パンツの色は赤か!ハハハハ!!（2ND）笑い
すぎて死にそうだ!!｜ハハ!（3RD）｜これでも積年の恨みの千分の一を晴らしたに過ぎな
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不面子!先过去再说!                    （『一人之下』65 話、p10） 
こんなバケモンたちと戦うのかよあはは…（1ST）この際メンツもヘッタクレもある












哈/hahaha!（2ND）你还是真够傻的……                （『一人之下』52 話、p8） 
あははっ（1ST）!売られた先でまともな生活がまってるワケねぇだろうが!!俺の客な
んか全員ド変態だぞ!どこまでおめでたい奴なんだお前は!  





















（278）哟! 哪都通的各位! 嘎嘎嘎/gagaga!（1ST）还记得我吗？风星潼!被你吓尿了、连手都 
没敢动的家伙! 哈哈哈/hahaha!（2ND）           （『一人之下』66 話、p9） 
冯宝宝!やぁ速達の皆さま! （省略）俺のこと覚えてる―？風星潼だよ!ほら宝宝にビ













































接ペア」（Adjacency Pair）（Levinson 1983:303）を形成している。 
 
（279） S1: 武当派--王也｜施主 您怎么称呼？               質問 
S2: 哈/ha（1ST）…我叫张楚岚……            返答 
204 
 
S1: 嘿嘿/heihei（2ND）… 张楚岚…张楚岚…     （『一人之下』64 話、p1） 
S1: どーもー 武当派の王也って言います｜そちらさんは？ 
S2: ハハ（1ST）…張楚嵐と申します。 





















































S2: ははあれは十佬陸瑾のひ孫…陸玲瓏 陸家の”宝物”さ！ 
（訳『一人之下』30 話、p 11） 
（281）S1: 你不会真以为自己现在的水平有资格角逐下任天师之位吧！ 
S2: 哈哈/haha！宝姐，那天你也看见了，动力全开的我其实也不弱吧！ 
（『一人之下』27 話、p 16） 
S1: 本気で今の程度で天師の座に挑む資格があると思ってんじゃないだろうね？ 
S2: はは！宝宝姉さんもあの時見たでしょう？能力全開の俺は弱くなかったじゃ 
ん？                                        （訳『一人之下』12 話、p 2） 
 （282）S1: 啥？会长您说啥？我没听清！ 






























声「ハハ」の発声を導く機能がある（角岡 2007: 113-116）。 
 
（284）S1: 楚岚！对于你我的态度也是一样！加入天下会吧！ 
S2: 哈/ha，果然是这件事么，我最近还真成了香饽饽！    （『一人之下』29 话、p4） 
S1: 楚嵐くん！君もね！是非天下会に入って欲しい！ 
S2: あはは…やっぱりそーゆーことね ホント俺最近大人気で困っちゃうなー  
（訳『一人之下』13 话、p3） 
（285）S1:既然好好沟通没法让你留下，看来我只有动粗了！ 
S2:哈/ha！风小姐虽然你这么说……                （『一人之下』32 话、p5） 
S1:話しても無駄なら力で解決するしかないようね！ 















だ！                                          （訳『一人之下』17 话、p26）                            
（287）S1: 你也不知道张楚岚在哪？ 



















S2: ふふふ、この野郎…                 （訳『一人之下』24 话、p32） 
（289）S1: 怪不得我的柔劲粘不到我的劲力…… 
S2: 嘿嘿嘿/heiheihei！知道你又能怎样？                 （『一人之下』78 话、p2） 
S1: 道理で俺の柔の力でいなしても攻撃が当たっちまうワケだ 
S2: フフン…わかったとこで何ができる！             （訳『一人之下』30 话、p24） 
  
（288）では、S1 と S2 は表面上は良好な関係の仲間であるが、裏ではお互いを殺そうとして











（291）呵呵/hehe 小子看来你没搞明白咱俩的立场是截然不同的        （『雏蜂』21 話、p6） 
ヌフ…小僧どうやらわかっていないようだな 立場の違いというものを 
 （訳『雛蜂』5 巻、p21） 
（292）呵呵/hehe…像你这样、一万年也打不到我…… 











上述の笑いのオノマトペのコミュニケーション機能の変化過程を図 25 に示した。図 25-a は
S1-S2-S1-S2 のようにコミュニケーターS1 がメッセージを一方的に提供する会話スタイルを表
し、コミュニケーターS2 の存在は副次的なものである。一方、図 25-b は S1-S2-S1-S2 のような
伝統的な会話スタイルを表し、このスタイルでは S1 と S2 が話のやり取りを行いながら、情報
を同時進行的に交わしていく。 
 
a.セルフトーク                 b.やりとり 





































a. 呼びかけ: こら（1）そら（1）ほらよ（1） 
b. 感動: え（1）ほうー（1）まあ（3）うん…まあ（1）なんかーさあ（1） 













S2: 哈/ha…哈哈/ haha                     返答  （『镇魂街』1 話、p16）  
S1: 今俺たちにとって一番重要なのは…明日の食事だそうだろ 亮 
S2: うん…まあ/そうだね/兄さん                 （訳『鎮魂街』1 巻、p16） 
 
（294）の S2 の応答は、通常の会話で人々は「求められているだけの情報を述べることで、


































（295）S1: 你总算踏出了第一步!  
S2: 嘿嘿/heihei!                            （『天人统一』27 話（下）、p13） 
S1: ようやく…一歩前進だな! 
S2: よし!                                          （訳『天人統一』9 巻、p56） 
 （296）S1: 我看这回、是你自己想吞下这跟烟了吧!  
S2: 哈哈哈哈/hahahaha……!!                  （『鎮魂街』78 話、p4） 
S1: テメェはタバコ好きだったよな？ 





















（297） 呵呵/hehe、数据出来了                              （『鎮魂街』49 話、p7） 
よし、データが出たぞ!!                           （訳『鎮魂街』9 巻、p90） 
（298） 嘿嘿/heihei!小伙!别往里闯!买票了么!                （『一人之下』63 話、p12） 
コラ!そこの小僧!入場券かったのかい!？         （訳『一人之下』63 話、p12） 
（299） 哈哈哈/hahaha!闺女!老爹可撒手了!走你!              （『一人之下』65 話、p7） 







































（300）S1: 嘿嘿/heihei!（1ST）这老女人也够烈性!我喜欢  提案 
S2: 哈哈/haha!（2ND） 喜欢那老的你就留下     同意 （『一人之下』46 話、p7） 
S1: ハハッ!このばばぁ根性あるねぇ〰俺は好きだぜ？ 










（301）S1: 你一直拿掌门当空气么？質問  
S2: 哈哈/haha! （1ST）反正他也只是代掌门又不是经常露面…全性的掌门跟摆设有什







  （訳『一人之下』25 話、p12） 
 
また（301）では、先輩 S1 から揶揄うように質問された S2 は、質問に答える前に、気軽に
話せるように「哈哈/haha」と思わず笑う。S1 が非難するつもりがないのを感じて、S2 は再び
目上の人（掌門）の陰口を言ってしまった。S2 の話を引き受けて先輩 S1 も「嘿嘿/heihei」と
笑いながら返事をした。しかし、日本語版の文頭に現れる「だって」は、非難されたり叱責さ
れたりしたときに、応答者 S2 が自分の正当性を主張するために用いられる表現である（嶺田・
田由 2009:30）。S2 の答えに応じるように、S1 は「フフ」と笑いながら返事した。 
 
（302）S1: 你们在做什么？                                   質問 
S2: 嘿嘿/heihei!（1ST）张楚岚啊!要不要压一把？         提案  
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S1: 俺は…っと倍率 100 倍!？高くね？どんだけ舐められてんだよ 
S2: （省略） そりゃぁ…お前の一回戦のあの派手なやつ見りゃなぁ… 
（訳『一人之下』27 話、p30） 
 




















































（303）S1: 就～就是这里？入住率好像不怎么高啊～哈哈哈/hahaha…（1ST）   
S2: 呵呵/hehe～（2ND）现在房地产不景气嘛～这种鬼楼多得很、不过房租很便宜啊!  
（『一人之下』12 話、p6） 
S1: へー…ここなの？随分閑散としてるんだねぇ…（省略）  
S2: まぁ不景気ですから…廃ビルに見えるけど家賃が安くてけっこうイイ部屋ある 







（304）S1: 什么？我体内竟然有七只猴子!？         
S2: 嘿嘿/heihei…是可以这么理解。不过由于你的性格容易和刚猴产生共鸣、所以至 
今你只见过他。                        （『天人統一』18（下）、p5）               
S1: なに!？俺の体内には 7 匹も猿がいるってことか!？ 
S2: まあ…そういうこったねでもアンタの性格があの大猿と共鳴しやすいせいでア 
イツとしか会えなかったようだけど        （訳『天人統一』18（下）、p5） 
 （305）哈哈/haha!别丧气啊!车到山前必有路!           （『一人之下』72 話、p9） 
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まぁ落ち込むなって!なんとかなるよ             （訳『一人之下』27 話、p29） 
  






















（306）S1: 呵呵/hehe……（1ST）跟想象的有点不太一样呢……  














（307）S1: 所以宝儿姐也参加啊!作为你的清道夫……她会替你摆平不少难缠的对手!  






















（308）S1: 步行过去太慢了、让我的飞廉载你们一程   
S2: 啊哈哈/haha! 这多不好意思  
S1: 这是履行我的承诺!没什么好介意的!               （『鎮魂街』55 話、p15） 
S1: 飛廉に載せてやるってんだ 歩きだと時間がかかりすぎるからな      
S2: で、でもなんか申し訳ないなあ～ 
S1: 約束だ 遠慮なんかいらねえよ!!                （訳『鎮魂街』10 巻、p72） 




































様々であると言える。表 20-1 のように、中国語の笑いのオノマトペ（69 例）の中で、22 例は
日本語の文末詞が用いられ、主に、①文中の切れ目に付いて、語勢を添え、口調を整え、相手
の注意を引き留めようとする意を表す「間投助詞」、②自分の感動・希望・疑問・命令・禁止・















S2: 乙白虎   

















った幸運が待ってるって………                    （訳『一人之下』7 話、p13） 

















（312）S1: 全性的吕良!对吧!   
S2: などなどなど!喂!有人没有!我的同伙出来啊! 你看你看!就我一个人! 哈哈/haha!  
放心打架我很不擅长!                      （『一人之下』40 話、p1） 
S1: 全性の呂良…だな!？ 
S2: ままま待って!おーい!誰か!!僕の仲間よ出てこーい!……ね？僕一人だ（省略） 
安心してよ僕戦闘とかは苦手だからさ          （訳『一人之下』18 話、p11） 
（313）S1: 老天师/陆瑾前辈     
S2: 坐坐!大家 呵呵/hehe、是老陆召集大伙来的          （『一人之下』58 話、p1） 
















 （314）那样你们就能控制龙虎山这个庞大的异人团体是么! 嘿嘿/heihei 算盘真精啊!  
（『一人之下』37 話、p14） 
それであんたらは龍虎山という強力な異人団体を手に入れるってわけだ（省略）随分
虫のいい話だな                      （訳『一人之下』17 話、p14） 
（315）恶灵将不被束缚在镇魂街直接进入领域呵呵/hehe......天堂地狱仅一树之隔!真是可笑! 
           （『鎮魂街』6 話、p16） 
悪霊は縛らず直接霊界に入れる（省略）天国と地獄が樹一つで隔てられているとは滑
稽だな!                                   （訳『鎮魂街』1 巻、p109） 
（316）即便我一个人敌不过你!这还有过百的精锐刀手!哈哈哈/hahaha 你们别想那么容易就走 
出我的地盘!                        （『鎮魂街』35 話、p2） 
俺一人では貴様に到底敵うまいが俺には百人の精鋭がついている!（省略）ここは俺
の縄張りだ!逃すわけにはいかんぞ!                   （訳『鎮魂街』7 巻、p18） 
















中国語: S1 （質問）→ S2 （笑いのオノマトペ → 応答） 
日本語:S1 （質問）→ S2 （笑いのオノマトペ・感嘆詞 → 応答） 
b. 文中に現れる笑いのオノマトペ 
中国語: S1（提案）→ S2（拒否 → 笑いのオノマトペ → 勘弁） 
日本語: S1（提案）→ S2（拒否→ 勘弁:文末詞） 
 

























（318）S1: 那么…我已经是你们的一员了吧……              
S2: 哈哈/haha!（1ST）抱歉～因为这尸骨的效果不甚理想我们还不能接纳你…… 
S1: 什么!当初可是你向我作出承诺的!你想反悔吗!    
S2: 那没辙!谁让现在我是管人事的呢 我说不行就不行! 嘿嘿嘿/heiheihei～（2ND）你








































（319）S1: 别开玩笑了变态! 我真的会动手杀死你        






    （訳『雛蜂』7 巻、p15） 
 








のように、教師に叱られている時、緊張する場面で S2 は笑ってしまった。 
 
（320）S1: 谁呀!嘴里那么干净!   
















（321）S1: 那也不能拿孩子撒气呀呀呀!   
S2: 诶哟诶哟/eiyoeiyo!小样!还真急了～哈哈哈/hahaha!     （『一人之下』7 話、p2）  
S1: だとしても!子どもに当たっちゃだめだろ!？ 
S2: ほほっ!そりゃごもっともじゃな!          （訳『一人之下』3 話、p11） 














（322）S1: 这味道是阿鼻之火!我的最爱 哈哈/haha   
S2: 我去你的!!                                 （『鎮魂街』54 話、p5） 
S1: この香りは俺の好きな阿鼻火じゃねえかァ!! 
S2: ぶった切ってやる!!                         （訳『鎮魂街』10 巻、p50） 
（323）S1: 想不到在这恶灵满布的地方、也有这么好的阳光嘿嘿/heihei～  
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S2: 好笑么~？           
S1: 哈哈/haha、开玩笑…（尴尬）                     （『鎮魂街』3 話、p5）   
S1:悪霊だらけでも朝はこんな気持ちがいいんだね! 
S2: 面白いか？ 











S2 はその笑いを誤解して、その場の雰囲気が気まずくなる。驚いた S1 は、先ほどまで語りあ
っていた話題から別の話題へ移らなければならない。そして、「精神的および身体的緊張を緩





































S2: 嘻/xi...今时不同往日!现在的我已经比之前强好几倍!  （『天人統一』26 話、p9） 
S1: 調子に乗って勝負を挑んできたのか？まあいい進歩を見てみるとしよう。 









S2: 谁让你进来的…                  （『鎮魂街』3 話、p19） 
S1: （省略）また会ったね!お・に・い・さ・ん! 























（326） 嘿嘿/heihei!王也、你和金猛的较量我看了!               （『一人之下』77 話、p9） 
（省略）王也!お前と金猛との試合見させてもらった!（訳『一人之下』30 話、p19） 
（327）哈哈/haha、没爸妈的孩子要去哪啊？每次家长会就你谁也不来开! 




























嘿嘿嘿/heiheihei!                              （『一人之下』31 話、p13） 
まったくこのバカ 3 人衆が…厄介な敵はまず観察が大事だ…そいった情報を制して
こそ ちゃんとした対策を講じられるのさ!（省略）     （訳『一人之下』14 話、p14） 
（329）如何？这些动作只有神能做到哦~~我倒看看 现在是谁动谁!嘻嘻/xixi――   
（『天人統一』4 話、p11） 
  どうだ？これが神の技だ だれがみじん切りになるのか 教えてやろうか？（省略） 




块儿她爸妈不要她、一定是因为她整天丧着脸! 哈哈/haha!    （『鎮魂街』29 話、p8） 
おいおい水の前でかわいそうだろ～？家政婦と一緒に住んでるだって親に捨てられ
たんだっけ？（省略）                               （訳『鎮魂街』6 巻、p10）  











































































S1: 记住! 刚才我提过的那些人对你来说都可能是棘手的家伙! 
S2: 呵呵/hehe~你还挺替我着想啊、咱又不熟、干嘛这么帮我？ 






















S2: 呵呵/hehe……我的运气好吧……            （『鎮魂街』29 話、p8） 
S1: 師門お前がこの部隊にいて本当に良かった…まるで弾がお前を避けているようだ 
ったぞ 

















S2: 活下去!？呵呵/hehe…开玩笑吧……              （『鎮魂街』20 話、p6） 
S1: 殺すなどいつでもできるむしろ私はあなたに生きていてほしい 
S2: 生きる…？（省略）冗談きついな           （訳『鎮魂街』5 巻、p110） 
 














































（335）S1: 既然如此、那只要无所畏惧不就可以对付风王了？!  
S2: 呵呵/hehe、有这种人么……              （『鎮魂街』83 話、p12） 
S1: だったら恐怖なんてこれっぽっちも感じないやつを引っ張り出せばいいじゃな 
い!! 
S2: （省略）そんなやつどこにいる…      （訳『鎮魂街』14 巻、p68） 
（336）S1: 里面装的、便是你身体的魂魄。也正是你所苦苦寻找的  
S2: 呵呵/hehe 是么？!居然被你找着了……           （『鎮魂街』86 話、p2） 
S1: お前が血眼になって探していたその身体の持ち主の霊魂がこの中に入っている 













































 （337）S1: 这是一个规矩、对于回答正确的人、我会给予放行。而你、我已经确定可以毫无 
顾虑的去杀。  
S2: 呵呵/hehe…脸都不敢露、打算何时动手？         （『鎮魂街』51 話、p14） 
S1: ならいい…合言葉を知るものは殺してはならない掟なのでな/だが知らないの 
なら…ここで死んでもらおう!! 
S2: こそこそして…隠れたままでどうやって殺すんだ？ （訳『鎮魂街』10 巻、p2） 
 （338） 你这看管花园的、也想除掉我？呵呵呵/hehehe……不自量力!! 
（『鎮魂街』84 話、p10） 























非選好応答における笑いのオノマトペの翻訳状況とその機能について、表 21-1 にまとめる。 
 
表 21-1  非選好応答における笑いのオノマトペの翻訳状況 








































の「感情表出」、「談話標識」機能と関わりについては、表 22-1 のようにまとめられる。 
 
表 22-1  笑いのオノマトペの出現位置と「感情表出」・「談話標識」機能との関係 























持つことが分かった。日本語への翻訳状況については、表 22-2 のようにまとめられる。 
 
表 22-2  会話形式と場面に応じた中国語の笑いのオノマトペの翻訳状況 


















































































以上の観点を踏まえ調査を行った結果を表 23-1～表 23-3 にまとめる。  
 
表 23-1  日本語と中国語における笑いのオノマトペの音韻的・形態的・統語的特徴 
特徴 同異点 笑いのオノマトペ 日 中 
音韻 
共通点 
母音/a/を持つ 多 多 
摩擦音と破裂音を含む 多 多 
相違点 
母音/u/を含む 多 少 
異なる V1と V2を含む 多 少 
調音点の種類 多 少 
形態 
共通点 
一音節語基の反復形（C1V1C1V1） 多 多 
接頭辞の種類（一音節・二音節・三音節など） 多 多 
相違点 
二音節語基の反復形（C1V1C2V2C1V1C2V2） 多 少 
音節とモーラの数 多 少 
長音、促音、撥音を含む 有 無 
一文字漢字を二文字・三文字として分析的に表記する（桀-𠹳-口桀） 無 有 
統語 
共通点 
副詞・動詞・名詞的用法 有 有 
他の品詞との共起関係の差異が生じる 有 有 
相違点 
形容詞的用法 無 有 
数詞と共起する 無 有 
 
表 23-1 から見ると、笑いのオノマトペは、音韻的特徴について、両言語とも摩擦音と破









表 23-2  日本語と中国語における笑いのオノマトペの｢役割語｣機能 
同異点 笑いのオノマトペと人物像 日 中 
共通点 女性キャラクターの笑い方を想起させるもの 有 有 
相違点 
同じ母音・子音を含む笑い方は共通の人物像を喚起させる 有 無 
形容詞、名詞の用法がある漢字を含む笑い方は人物像を想起させる。 無 有 
一つのキャラクターが特定の笑い方を用いる 有 無 
似たタイプのキャラクターは類似する笑い方を用いる 有 無 















表 23-3  日本語と中国語における笑いのオノマトペの「談話標識」機能 
同異点 笑いのオノマトペとその出現位置 日 中 
共通点 
｢感情の表出｣機能は文に現れる位置の制約が弱い 有 有 
｢談話標識｣機能は文中での位置がある程度制約される 有 有 
相違点 笑いのオノマトペが文頭・文中・文末に現れる 少 多 
特徴 中国語の笑いのオノマトペの「談話標識」機能と日本語訳 日 中 
｢話題展開｣機能 
話題を開始する（注意を引き付ける） ○ ○ 
前後文の繋がり（後接文を強調する） △ ○ 
255 
 
話を切り上げる（最後に感情を放出する） × ○ 
｢応答｣機能 
明確な回答（先行発話に対して明確な態度を見せる） ○ ○ 
曖昧な返事（断定的な言い方が避けられる） □ ○ 

































































































































































藤子・F・不二雄/小学館『ドラえもん、1～45 巻（1974 年〜1996 年） 
村田雄介（原作/ONE）/集英社『ワンパンマン』1～9 巻（2012 年〜2015 年） 
尾田栄一郎/集英社『ONE PIECE』（ワンピース）1～96 巻（1997 年～2020 年） 
子諾爺/MAGIA『天人統一』日本語版（初版）1～14 巻（2017～2018 年） 
孫恒/MAGIA『雛蜂』日本語版（初版）1～10 巻（2017～2018 年） 
許辰/ MAGIA『鎮魂街』日本語版（初版）1～14 巻（2017～2018 年） 
 
「中国語漫画」 
藤子·F·不二雄/吉林美术出版社『哆啦 A 梦』珍藏版、1～45 巻（2009 年） 
村田雄介（原作/ONE）/东立出版社『一拳超人』1～9 巻（2015 年〜2016 年） 
尾田栄一郎/东立出版社『ONE PIECE』（航海王）1～96 巻（2003 年～2020 年） 
 






『ONE PIECE』キャラクター一覧 https://one-piece.com/log/character.html 
『ONE PIECE』-ウィキペディア https://ja.wikipedia.org/wiki/ONE_PIECE 












ヤー、ヤハ、ヤフ (Yah、Yahu)の解説:  https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A4%E3%83%8F 
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